
平成 30 年度  入試問題説明会

算　 　数

・試験時間は ３０ 分です。 午前の部（ ９ ：２５ 〜 ９ ：５５）
　　　　　　　　　　　　 午後の部（１３：５５ 〜１４：２５）
・問題は１ページから５ページまでです。
・解答はすべて解答用紙に記入してください。
・解答用紙に受験番号、氏名を記入してください。
・円周率は 3 . 1 4として計算してください。

【注　意】





－ 1 －

　次の計算をしなさい。

（１）（１４４＋２４÷３×２）÷４＋１
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－ 2 －

次の問いに答えなさい。

（１）	 大玉と小玉が合わせて５０個あります。大玉１個と小玉１個の重さの比は
	 ７：５で，５０個の重さの和は８４０ｇです。また，大玉の重さの和は小玉の

重さの和よりも２１０ｇ軽くなっています。このとき，大玉は何個ありますか。

（２）	 右の図のような正五角形ＡＢＣＤＥがあります。
また，２点Ｐ，Ｑがあり，Ｐは反時計回りに，
Ｑは時計回りに，それぞれ辺上を一定の速さで
回り続けます。ＰとＱの速さの比は３：７です。
ＰとＱが頂点Ａを同時に出発してから，はじめて
頂点Ｃ上で出会うまでに，ＰとＱは何回出会い
ましたか。
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－ 3 －

（３）	 ある電車は，長さが３４０ｍの橋を渡り始めてから渡り終わるまでに２６秒かかり
ます。また，橋を渡るときの２倍の速さで長さが５０２０ｍのトンネルに入り
始めてから出終わるまでに２分１０秒かかります。このとき，電車の長さは何ｍ
ですか。



－ 4 －

　次の問いに答えなさい。

（１）	 右の図のように，１辺の長さが３cmの正方形と，
縦の長さが１cm，横の長さが２cmの長方形が
あります。点Ｍは長方形の横の長さを２等分
する点です。いま，この長方形を正方形の外側に
おき，点Ｍが正方形の辺から離

はな

れないように，
長方形を元の位置まで１周させます。このとき，
長方形が通過する部分の面積は何cm２ですか。
ただし，円周率は３.１４とします。

（２）	 Ｐ町からＱ町を通り，Ｒ町まで行くバスがあり
ます。運賃は右の表の通りです。いま，Ｐ町で
バスに３０人が乗り出発しました。途

と

中，Ｑ町で
何人か乗り降りし，Ｒ町では乗っていた２６人
全員が降りました。このとき，売り上げは８８４０円
でした。Ｑ町でバスに乗った人数は何人ですか。
なお，この問題は解答までの考え方を表す式や
文章・図などを書きなさい。
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バスの運賃表
Ｐ町→Ｑ町 １８０円
Ｐ町→Ｒ町 ２２０円
Ｑ町→Ｒ町 ２００円



－ 5 －

　右の図のような台形ＡＢＣＤが
あります。点Ｐは頂点Ａを出発して
辺ＡＤ上を，点Ｑは頂点Ｂを出発
して辺ＢＣ上を，それぞれ一定の
速さで繰

く

り返し往復します。下の
グラフは，２点ＰとＱが同時に出発
してからの時間と，四角形ＡＢＱＰの
面積との関係の一部を表したもの
です。このとき，次の問いに答え
なさい。

（１）	 点Ｐの速さは毎秒何cmですか。

（２）	 辺ＢＣの長さは何cmですか。

（３）	 四角形ＣＤＰＱが３度目に平行四辺形になるとき，四角形ＣＤＰＱの面積は何cm２

ですか。なお，この問題は解答までの考え方を表す式や文章・図などを書き
なさい。
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